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当
委
員
会
で
は
、
条
例
改
正

議
案
２
件
、
市
町
村
合
併
関
連

議
案
３
件
、
財
産
処
分
１
件
、

補
正
予
算
と
専
決
処
分
１
件
の

審
査
を
行
い
、
全
議
案
を
全
員

賛
成
に
て
可
決
し
た
。

主
な
議
案
内
容
は
次
の
と
お

り
で
あ
る
。

平
成
18
年
４
月
１
日
に
国
家

公
務
員
退
職
手
当
法
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
が
施
行
さ
れ
る

こ
と
に
伴
い
、
職
員
の
在
職
期

間
中
の
公
務
へ
の
貢
献
度
を
よ

り
的
確
に
反
映
さ
せ
る
た
め
に
、

中
期
勤
続
者
の
退
職
手
当
の
支

給
率
を
改
正
す
る
と
と
も
に
、

一
定
期
間
の
職
務
の
内
容
に
応

じ
た
調
整
額
及
び
支
給
の
制
限

を
設
け
る
も
の
で
あ
る
。
貢
献

度
を
的
確
に
反
映
す
る
人
事
評

価
は
誰
が
ど
の
よ
う
に
行
う
か

と
の
質
問
に
、
現
在
各
部
署
で

状
況
調
査
を
行
っ
て
お
り
早
急

に
反
映
し
た
い
。
ま
た
退
職
金

総
額
は
現
在
を
上
回
る
こ
と
は

な
い
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

補
正
予
算
は
、
交
通
安
全
に

要
す
る
経
費
と
し
て
、
国
際
ソ

ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
八
女
か
ら
の
寄

附
金
を
財
源
の
一
部
と
し
、
交

通
安
全
指
導
車
を
購
入
す
る
も

の
、
ま
た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

助
成
事
業
に
つ
い
て
は
、
宝
く

じ
広
報
普
及
事
業
補
助
金
と
し

て
、
水
洗
校
区
公
民
館
に
放
送

設
備
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
セ

ッ
ト
な
ど
を
購
入
す
る
こ
と
に

対
し
助
成
す
る
も
の
で
あ
る
。

合
併
関
連
の
議
案
は
、
八
女

市
と
上
陽
町
が
平
成
18
年
10
月

１
日
に
合
併
さ
れ
る
こ
と
に
伴

う
も
の
等
。
財
産
処
分
に
つ
い

て
は
、
八
女
・
筑
後
広
域
市
町

村
圏
事
務
組
合
で
所
有
し
て
い

る
施
設
の
う
ち
、
八
女
市
に
あ

る
「
市
町
村
会
館
」
と
広
川
町

に
あ
る
「
広
川
武
徳
館
」
を
そ

れ
ぞ
れ
の
市
町
に
帰
属
さ
せ
る

も
の
で
、
帰
属
後
も
利
用
形

態
・
利
用
料
金
と
も
従
来
ど
お

り
の
取
扱
い
を
す
る
と
の
回
答

を
得
た
。

条
例
改
正
２
件
、
補
正
予
算

５
件
、
他
１
件
を
審
査
し
、
全

議
案
を
可
決
し
た
。

そ
の
中
で
議
論
が
集
中
し
た

の
は
、
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
改
正

案
で
あ
っ
た
。

議
案
の
内
容
は
国
保
税
の
医

療
分
に
関
る
応
能
と
応
益
の
負

担
割
合
の
均
衡
を
保
つ
た
め
に

固
定
資
産
割
合
を
引
き
下
げ
、

一
方
で
所
得
割
合
を
引
き
上
げ

る
も
の
。

ま
た
、
介
護
分
で
は
、
国
へ

の
拠
出
金
に
見
合
う
税
収
を
確

保
す
る
た
め
に
所
得
割
や
均
等

割
、
平
等
割
を
増
額
す
る
内
容
。

改
定
額
は
被
保
険
者
一
人
あ
た

り
年
額
、
医
療
分
で
２
・
79
％
、

介
護
分
で
94
・
21
％
の
値
上
げ

率
で
あ
る
。

審
査
で
は
、
平
成
17
年
度
の

国
民
健
康
保
険
税
の
徴
収
率
が

前
年
比
0.1
％
減
の
93
・
55
％
と

低
下
し
て
き
て
い
る
こ
と
に
対

す
る
徴
収
率
の
向
上
と
滞
納
解

消
に
向
け
て
の
方
策
が
求
め
ら

れ
た
。

執
行
部
か
ら
は
徴
収
率
96
％

を
誇
る
大
牟
田
市
の
取
組
み
に

学
ぶ
こ
と
や
市
窓
口
で
の
個
別

徴
収
を
強
化
す
る
こ
と
な
ど
、

述
べ
ら
れ
た
。
ま
た
、
固
定
資

産
割
に
つ
い
て
は
今
後
、
応
能

応
益
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
り
な
が

ら
ゼ
ロ
に
向
け
て
取
組
み
た
い
、

と
方
針
が
改
め
て
示
さ
れ
た
。

さ
ら
に
、
委
員
か
ら
国
保
税

滞
納
は
、
高
額
な
医
療
費
に
も

問
題
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、

と
し
て
過
剰
診
療
な
ど
の
対
策

に
つ
い
て
質
問
が
な
さ
れ
た
。

執
行
部
は
、
レ
セ
プ
ト
点
検

を
精
力
的
に
行
っ
て
い
る
こ
と

や
多
重
診
療
が
見
受
け
ら
れ
る

人
に
つ
い
て
は
保
健
師
を
派
遣

し
て
指
導
を
行
っ
て
い
る
こ
と

な
ど
、
説
明
が
あ
っ
た
。

審
査
の
結
果
、
全
員
賛
成
に

て
可
決
し
た
。

本
委
員
会
で
は
、
条
例
改
正

２
件
、
市
道
路
線
に
関
す
る
議

案
７
件
（
認
定
・
認
定
変
更
）、

一
部
事
務
組
合
の
規
約
の
変
更

３
件
、
意
見
書
１
件
の
各
議
案

を
審
査
し
、
全
議
案
を
可
決
し

た
。主

な
議
案
の
審
査
結
果
は
次

の
と
お
り
で
あ
る
。

筑
後
市
都
市
公
園
条
例
及
び

筑
後
市
公
園
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
は
、
い
ず
れ
も
公

園
使
用
等
を
現
在
の
使
用
形
態

に
合
う
よ
う
見
直
す
も
の
で
あ

る
。
主
な
意
見
と
し
て
条
文
中

の
文
言
で
「
車
馬
」
が
「
車
両
」

に
改
正
さ
れ
て
い
る
が
現
代
に

お
い
て
も
変
更
す
る
必
要
は
無

い
の
で
は
、
と
の
意
見
が
あ
っ

た
が
、
当
局
よ
り
「
車
馬
」
は

時
代
に
即
せ
ず
近
隣
自
治
体
に

お
い
て
も
変
更
さ
れ
て
い
る
と

の
説
明
が
あ
り
全
員
賛
成
で
原

案
を
可
決
し
た
。

市
道
路
線
の
認
定
は
都
市
計

画
法
に
基
づ
く
開
発
行
為
に
よ

り
新
設
さ
れ
た
長
浜
船
底
線
他

４
路
線
を
新
規
認
定
す
る
も
の

で
あ
り
全
員
賛
成
で
可
決
し
た
。

一
部
事
務
組
合
の
規
約
の
変

更
は
、
平
成
18
年
10
月
１
日
に

予
定
さ
れ
て
い
る
八
女
市
と
八

女
郡
上
陽
町
の
合
併
に
よ
り
、

八
女
市
の
区
域
が
変
わ
る
た
め
、

組
合
に
お
け
る
新
八
女
市
の
区

域
を
旧
八
女
市
の
区
域
と
す
る

こ
と
、
同
じ
く
合
併
に
伴
い
住

居
表
示
の
「
大
字
」
が
廃
止
さ

れ
る
た
め
、
現
規
約
中
の
住
所

の
変
更
を
地
方
自
治
法
の
規
定

に
よ
り
議
会
の
議
決
を
求
め
る

も
の
で
あ
り
全
員
賛
成
で
可
決

し
た
。

意
見
書
は
、
今
日
、
多
額
の

債
務
を
負
い
返
済
困
難
に
陥
っ

た
多
重
債
務
者
や
中
小
零
細
事

業
者
の
破
産
申
立
件
数
が
年
々

増
加
し
、
経
済
的
理
由
に
よ
る

自
殺
者
が
増
加
し
深
刻
な
社
会

問
題
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
主

な
原
因
と
し
て
貸
金
業
者
等
が

高
金
利
で
営
業
す
る
と
と
も
に

悪
質
な
取
立
等
に
も
問
題
が
あ

る
た
め
、
出
資
法
の
上
限
金
利

の
引
き
下
げ
及
び
関
連
法
の
改

正
を
国
会
及
び
政
府
に
対
し
強

く
要
請
す
る
も
の
で
あ
り
全
員

賛
成
で
可
決
し
た
。
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